
目的 –公的データを利用して予測精度を向上させる

賃料予測の研究
回帰分析や機械学習を用いて古くから研究される
現状の課題認識
物件属性だけでは地域差や人口動態の影響を十分
に捉えられない。
今回の対象：LIFULL HOME'Sデータセット

背景 – 賃料予測の重要性と公的オープンデータの可能性

提案手法 – 人口動態データを後処理で応用

実験結果 – 地域別モデル・特徴量の追加・後処理として追加を比較

まとめ – 外部データは“特徴量ではなく補正”として利用することで、

単一モデル＋後処理で地域別モデル並みの精度を実現できる。

公示地価・人口動態予測データを用いた機械学習による将来賃料の予測
佐藤豪栄，秦野亮，⻄山裕之（東京理科大学）
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今後の方針 –外部データの正しい使い方と課題の整理

国土数値情報

LIFULL HOME’S

データセット

実験結果の深掘り

• 後処理補正の効果が適切かどうかの検証
• 補正係数や地域倍率が、年度を跨いでも

安定して再現されるかを検証

発展内容

• 後処理補正の計算式の最適化

• 海外不動産データへの適用による一般

化性能（外部妥当性）の検証

【主要結果】

• 地価を特徴量に加えると

全時系列でRMSEが悪化

• 将来人口統計を特徴量に

加えても改善は限定的

• 提案手法（統一＋補正）

は常に最良ではないが、

精度と運用コストの両面

で最もバランスが良い

①データセット ②前処理 ③機械学習 ④後処理

表データ

ID Price

1 50,000

2 80,000

倍率

xxx

xxx

ID Price

1 xxxx

2 xxxx

⑤結果

LightGBM

公的データの価値
• 公示地価・将来人口統計など、地域特性や

長期動態を補完できる可能性がある。

• どう使えばいいのか、最適な活用方法を明らかに

する。

外れ値の削除など 人口動態データを使った後処理倍率の計算

T1：2018~2022→2023, T2：2018~2023→2024, T3：2018〜2021→2022〜2024


	Slide 1

